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発表のポイント

● 2026年度 第2四半期(7～9月)実績

● 2026年度 通期見通し

• 1Qに続き、2Qも大幅な増収増益

• 制御機器事業は、AI関連需要の獲得に加え、顧客基盤の拡大が寄与し、大幅な増収増益

• ヘルスケア事業、データソリューション事業は、堅調な事業環境に加え、営業・マーケティング施策が奏功し、

大幅な増収増益

• 社会システム事業は、蓄電システム市場における競争激化の影響を受け、大幅な減収減益

• 前回見通しから売上・営業利益・当期純利益を上方修正。

売上・売上総利益・売上総利益率は過去最高を更新する見通し

• 制御機器事業は、旺盛な投資需要の獲得に加え、新商品の拡販など自社施策を進めることで、

大幅な増収増益を見込む

• 中間配当は55円に決定。年間配当予想は期初計画通りの110円とする

● 2026年度 上期実績

• 全社実績は、大幅な増収増益。売上拡大に加え、売上総利益率の改善が増益に寄与

• 売上・売上総利益・売上総利益率は過去最高を更新
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１．2026年度 上期・第2四半期(7～9月)実績

*当社は、2026年度より国際財務報告基準（IFRS）を任意適用しています。
これに伴い、本資料における2025年度・2026年度の数値はIFRSに基づき作成しています。
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上期(4～9月)実績：全社連結

前年同期比で大幅な増収増益
（億円）

*

* 電子部品事業除く全社連結実績（非継続事業組替え後）
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2Q期間(7～9月)実績：全社連結

前年同期比で大幅な増収増益

*

* 電子部品事業除く全社連結実績（非継続事業組替え後）

（億円）
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2Q期間(7～9月)実績：事業セグメント別

制御機器事業、ヘルスケア事業、データソリューション事業は増収増益。
社会システム事業は減収減益

営業利益売上高 （億円）

*3

*1

*1. 2Q期間より、「本社他」の一部組織を「SSB」に移管。本表における2025年度2Q期間実績、2026年度2Q期間実績は、本組織変更を遡及して再算出した数値で表示

*2. データソリューション事業 (DSB) は、 JMDC社の財務数値ならびに連結に伴うのれんを除く無形資産の償却費、他データビジネスに関する財務数値を含む

*3. 営業利益の表にある()は、営業利益率を示す

*2
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2Q期間(7～9月)実績：営業利益増減（前年同期比）

売上拡大に加え、売上総利益率の改善により売上総利益が大幅増。
固定費増加を吸収し、120億円の増益

為替影響

+30

▲10

研究開発費増

販管費増

+60

+111

②売上総利益率
の改善

①売上増による
売上総利益増

97

217
人件費 ▲27
経費 ▲39

人件費 ▲9
経費 ▲1

▲76（人件費▲37/経費▲39）

ミックス   ＋36

価格適正化 ＋42

生産付加価値 ▲24

棚卸資産評価損 +3

変動費CD ▲20

製造固定費率 +10

その他 +12

▲66

2026年度
2Q期間実績

2025年度
2Q期間実績

前年同期比 +120

▲5

④その他費用増

(億円)

参考：BC別売上

IAB ＋253
HCB ＋22
SSB ▲78
DSB ＋34

③販管費・研究開発費増
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２． 2026年度 通期見通し
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下期の事業環境認識

制御機器
事業

ヘルスケア
事業

社会システム
事業

データ
ソリューション
事業

前回想定通り、総じて堅調な事業環境を見込むものの、住宅向け再エネ市場は厳しい競争環境が継続
蓄電システム：住宅向け再エネ需要は補助金を背景に堅調に推移する一方、競合メーカーの価格攻勢により、厳しい競争環境が継続

鉄道：鉄道各社の設備投資は堅調に推移

前回想定通り、ヘルスビッグデータ事業を中心に、総じて堅調な事業環境を見込む
JMDC：医療データ利活用の動きは、製薬・生損保業界を中心に堅調に推移する一方、競争環境は激化。

 社会的な健康・予防意識の高まりを背景に、多様なヘルスケア領域におけるサービスの需要が拡大

前回想定通り、AI需要を背景に、半導体業界を中心に設備投資は好調に推移
※詳細は後述

総じて前回想定通りの事業環境を見込む。
制御機器事業は、AI需要を背景に好調な事業環境が継続

血圧計市場はグローバルで堅調に推移。中国では前回想定を上回り、緩やかな市場回復を見込む
血圧計：グローバルで市場拡大が継続。停滞していた中国では、緩やかな市場回復を見込む

ネブライザ：感染症患者数の減少や暖冬(中南米)を背景に、低調に推移
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売上・営業利益・当期純利益を上方修正
（億円）

通期業績見通し：全社連結

*

* 電子部品事業除く全社連結見通し（非継続事業組替え後）
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制御機器事業、ヘルスケア事業は売上・営業利益を上方修正

売上高 （億円）

*1. 2026年度期中で、「本社他」の一部組織を「IAB」に移管。本表における前回見通し、今回見通し、前年度実績は、本組織変更を遡及して再算出した数値で表示

（詳細は、参考資料P23を参照）

*2. データソリューション事業 (DSB) は、 JMDC社の財務数値ならびに連結に伴うのれんを除く無形資産の償却費、他データビジネスに関する財務数値を含む

*3. 営業利益の表にある()は、営業利益率を示す

営業利益

*2

通期業績見通し：セグメント別

*3

*1

*1
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制御機器事業、ヘルスケア事業の売上拡大を主要因に、前回見通し比+80億円の増益を見込む

▲27
（人件費▲12/経費▲15）

為替影響等

研究
開発費減

+28

+0
▲27

人件費   ▲0
経費      +0

③販管費・研究開発費増

販管費増

+2

②売上総利益率
の改善

①売上増による
売上総利益増

ミックス
価格適正化
生産付加価値
棚卸資産評価損
変動費CD
製造固定費率
その他

・IAB
・HCB
・SSB
・DSB 

参考：BC別売上

+152
+85
+0
＋0

+108

人件費 ▲12
経費 ▲15

800

880▲11

④その他費用増

2026年度
今回見通し

2026年度
前回見通し

前回見通し比 +80

(億円)

通期業績見通し：営業利益増減（前回見通し比）

+0

OnLogic社
連結影響

M&Aに伴う
一時費用

IAB事業
基盤強化 ▲27
その他      +16

+5
+10
+4
+5

▲18
+3
▲7

*

*一部収入の計上区分変更に伴う、販管費とその他費用の増減影響を含む

▲20



Copyright: 2026 OMRON Corporation. All Rights Reserved. 14

業界 事業環境認識

制御機器事業：下期の事業環境認識

* 「半導体、AXI」「EV・二次電池」を除いた全ての業界

半導体

EV・
二次電池

その他

・ AI需要を背景に、先端半導体の設備投資がグローバルで拡大継続。
中国は、AI需要に加え、国産化に向けた投資拡大により好調継続

・ 設備投資需要は、欧州を除くグローバルで緩やかな回復を見込む
*

・ データセンター需要を背景に、関連メーカーの設備投資は堅調に推移
AXI

(X線基板検査装置)

・ 二次電池の設備投資は、データセンター向けESS（電力貯蔵システム）関連において、
中国の投資が一時的に落ち着く一方、日本・韓国は底堅く推移

・ EV向けの設備投資は、グローバルでの需要低迷を背景に総じて低調に推移

前回想定通り、AI関連需要を背景に、半導体の設備投資は拡大継続。
二次電池の設備投資は、下期にかけて一服する見込み
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0.94 0.94 

1.05 1.03 1.04 
1.00 

1.20 

1.41 

1.67 

1.42 

0.70

0.90

1.10

1.30

1.50

1.70

1.90

2Qの受注水準は、1Qの高水準が継続。AI関連需要の獲得や顧客基盤の拡大が寄与

受注水準の推移 

1.00

制御機器事業：受注水準の推移

(FY22 4Q＝1.00)

(為替固定)

2Q受注水準のポイント

FY24 FY25
2Q 2Q3Q1Q 4Q 1Q 3Q 4Q

FY26
1Q

FY22
4Q 2Q

1.53
1.56

前倒し影響を除く
受注水準

顧客基盤の拡大

１

２

- 顧客ニーズを捉えた新商品ラインナップの拡充

- 顧客別の取引状況の可視化と提案強化

AI需要を背景とした設備投資需要の獲得

- 先端半導体投資の獲得

- データセンター向け二次電池投資の獲得

- AIサーバ向けの基板検査需要の獲得

1Qの高い受注水準が継続
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注力業界

注力業界に加え、幅広い業界・製品で売上成長を実現

制御機器事業：成長を牽引する業界・商品（上期売上実績・前年同期比）

AXI

継続的な新商品リリース
（累計37機種）

*1 半導体、EV・二次電池業界およびAXIを除く売上高 *2 FY24以降にリリースした商品の累計売上高

+185%

新商品

+168%

AIサーバやPCBに対する
X線検査ニーズの高まり

業界 商品

その他業界

二次電池業界

+63%

半導体業界

+63%

データセンター向け
ESS投資の増加

半導体製造装置
メーカーの投資拡大

顧客別の取引状況の
可視化と提案強化

+12%

約20% 約80%

[売上構成比] [売上構成比]

*1

*2
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制御機器事業：下期 業績見通しの背景

下期の営業利益率低下は一時費用の増加が主因。これを除く収益性は概ね維持

売上

営業利益

営業利益率

上期 下期

2,663
2,737

11.4%

一時費用

その他増減

・ フロント・生産人財の強化

・ 開発・インフラ投資
・ その他季節性要因

収益改善効果

・ 事業基盤強化
・ M&A関連

▲3P程度
+0.1P

部材価格上昇 価格適正化等 ▲1P程度

上期→下期 営業利益率の変化

15.3％

408

312

（億円）

* 本スライドにおける上期・下期数値は、2026年度期中で、「本社他」の一部組織を「IAB」に移管した影響を反映した数値（詳細は、参考資料P23を参照）。
 組織移管の影響を反映した上期数値は、現時点では決算作業が未了であり、3Q決算時に開示する数値とは異なる
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配当予想

55円

中間配当 (決定) 年間配当 (予想)

110円

中間配当は55円に決定。年間配当予想は期初計画通りの110円とする



19Copyright: 2026 OMRON Corporation. All Rights Reserved.

CEOメッセージ
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制御機器事業：収益基盤強化の進捗

一時費用を除き、営業利益率は15％超水準まで回復。収益基盤は着実に強化

*1 一時費用は、事業基盤強化にかかる費用、および、OnLogic社買収にかかる費用の合計値 *2 US-GAAP基準の売上・営業利益
*3 FY26期中にて、「本社他」の一部組織を「IAB」に移管した影響を反映した数値。本数値は、現時点では決算作業が未了であり、3Q決算時に開示する数値とは異なる

（億円）

売上

営業利益

営業利益率

FY25
実績

FY26
今回見通し

FY23
実績

FY24
実績

*2

4,185

5,400

397

720

≈ ≈

9.5％

15％~

13.3％

3,936

215

≈

5.5％

3,647

363

≈

9.9％

10.3％
一時費用除く

一時費用除く

*2

*1

*1

*3
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参考資料
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IAB・本社他セグメント間での組替えについて

組替えの概要 組替えに伴うセグメント別の業績変化

本社他 IAB

上記の組替え影響を反映した（＝IABにOMIが含まれる）セグメント別 上期実績、下期/通期見通し業績は、次ページにて記載

From To

OMI業績は、上期・第2四半期実績(P.4-8)では「本社他」に計上。

通期見通し(P.9-18)では、上期実績を遡及的に組み替え、「IAB」に計上

OMI OMI

（3Qより移管）

IAB 本社他

IAB 本社他

OMI
業績

OMI
業績

上期・第2四半期実績

(当決算資料 P.4-8)

通期見通し
(上期実績＋下期見通し)

（当決算資料 P.9-18）

OMI業績は、
本社他に計上

OMI業績は、
IABに計上

（事業セグメント） （事業セグメント）

*OMI：P.T. OMRON MANUFACTURING OF INDONESIA

グループ内の経営管理体制変更に伴い、2026年度3Qより、

 「本社他」に含むOMI の業績を「IAB」へ移管*
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【参考】 上期(4~9月)実績・下期/通期見通し：事業セグメント別（IAB組替え後）

営業利益売上高
（億円）

*3

*1

*2

*1. 3Q期間より、「本社他」に計上されていた P.T. OMRON MANUFACTURING OF INDONESIAを「IAB」へ移管。 2026年度上期実績および2025年度上期実績は、

当該区分にて算出した数値。 本数値は3Q決算時にて開示予定であり、現時点では決算作業が未了。そのため、3Q決算時に開示する数値とは異なる

*2. 2Q期間より、「本社他」に計上されていたオムロン太陽株式会社の業績を「SSB」へ計上。前年度比は、当該区分にて再算出した数値

*3. データソリューション事業 (DSB) は、 JMDC社の財務数値ならびに連結に伴うのれんを除く無形資産の償却費、他データビジネスに関する財務数値を含む

*4. 営業利益の表にある()は、営業利益率を示す

*4
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上期(4～9月)実績：事業セグメント別（IAB組替え前）

制御機器事業、ヘルスケア事業、データソリューション事業は増収増益。
社会システム事業は減収減益

営業利益売上高 （億円）

*1. 2Q期間より、「本社他」に計上されていたオムロン太陽株式会社の業績を「SSB」へ計上。2026年度上期実績、2025年度上期実績は、当該区分にて再算出した数値

*2. データソリューション事業 (DSB) は、 JMDC社の財務数値ならびに連結に伴うのれんを除く無形資産の償却費、他データビジネスに関する財務数値を含む

*3. 営業利益の表にある()は、営業利益率を示す

*3

*1

*2
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制御機器事業の売上拡大を主要因に、前年比+316億円の増益を見込む

▲274
（人件費▲102/経費▲171）

為替影響等

研究
開発費増

+65

▲86

▲188

人件費   ▲31
経費      ▲54

③販管費・研究開発費増

販管費増

+52

②売上総利益率
の改善

①売上増による
売上総利益増

+523

人件費 ▲71
経費 ▲117

564

880▲31

④その他費用増

2026年度
今回見通し

2025年度
通期実績

前年比 +316

(億円)

通期業績見通し：営業利益増減（前年比）

+0

OnLogic社
連結影響

M&Aに伴う
一時費用

IAB事業
基盤強化 ▲47
その他      +16

*

*一部収入の計上区分変更に伴う、販管費とその他費用の増減影響を含む

▲20ミックス ＋39
価格適正化 ＋110  
生産付加価値 ▲9
棚卸資産評価損 ▲7
変動費CD        ▲70
製造固定費率 ＋16
その他 ▲26

・IAB
・HCB
・SSB
・DSB 

参考：BC別売上

＋933
+133
+39

＋108
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(億円)

連結貸借対照表
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連結キャッシュ・フロー計算書

(億円)

連結キャッシュフロー計算書
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2026年度の為替感応度・為替前提

*新興国通貨等が、主要通貨に対して期初想定通りに連動しなかった場合、感応度に影響を与えます。

売上高 営業利益

米ドル 約11億円 約0億円

ユーロ 約6億円 約3億円

人民元 約6億円 約1億円

1円変動(人民元は0.1円)による影響額(通期)

為替感応度 為替前提

2026年度

下期為替前提

155.0円

180.0円

23.0円
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ROIC計算式

税引き後営業利益＋持分法投資損益

投下資本

ROIC ＝

＊投下資本 ＝ 借入金 ＋ 株主資本 ＋ 非支配株主持分

投下資本は、前年度末実績および当年度の各四半期毎の実績または見通しを平均して算出

＊

ROIC計算式
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ROIC計算式

＜注意事項＞

1. 2026年度より、従来の米国会計基準（US-GAAP）に替えて、国際財務報告基準

 (以下IFRS) を任意適用しております。本変更に伴い、2025年度、および2026年度の

連結業績に関しては、IFRSに基づき作成しております。

2. 業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績はさまざまなリスクや不確定な要素などの要因により、

異なる可能性があります。

グローバル戦略本部 IR部

Ｅ-mail ： omron-ir@omron.com

Webサイト： www.omron.com/jp/ja/

オムロン株式会社

＜IRに関するお問い合わせ＞


